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【
今
月
の
森
人
】

片
岡
信
夫
さ
ん 

（
６
頁
参
照
）

【千葉 体感ルーム】
千葉県千葉市若葉区貝塚2-2-3
電話 043-308-4188
【営業時間】
10:00～17:00
【定休日】水曜日､日曜日､
祝日､ 年末年始
【交  通】
・JR都賀駅から徒歩12分
・JR千葉駅からバスで20分
・京葉道路「貝塚 IC」出口から車で5分

【八郷 体感ルーム】
茨城県石岡市小見1048-1   
電話 0299-57-1181
【営業時間】
10:00～17:00
【定休日】水曜日､日曜日､
祝日､ 年末年始
【交　通】 
・恋瀬小から約0.8km　・福原駅から約9.0km
・フラワーパークから約9.8km ・石岡駅から約16.7km

各店ではソローペレットも販売しています(1 袋 10 キロ／税込 637 円、他社製ストーブにも使えます)。 

●茨城県、福島県、栃木県の「ホームセンター山新」全店で
  ペレットをお買い求めいただけます。

ソローペレットが、最寄りの
ホームセンター等で1袋から買えます。

カタログハウス  ソローソロー事業部
0120-058-059 月～金は午前9時～午後7時

土曜は午前9時～午後6時（日曜祝日は休業）

カタログハウスお客様センター
ソローペレットについてのお問い合わせは以下のフリーダイヤルまで。

637円
（税込み）

ソロー 
ペレット1袋
（10キロ）

宇都宮市下栗町 2292
電話 028-656-3721 営業時間 10:00～18:00

筑波産商ショールーム

河内郡上三川町磯岡 421-1
電話 0285-57-2111 営業時間 9:30～19:30

ジョイフル本田 宇都宮店

芳賀郡益子町上大羽堂ヶ入 2356
電話 0285-70-8111
営業時間11:00～18:00※11～2月は17:00閉店

もえぎ 本店

小山市駅南町 4-27-1
電話 0285-39-6629 営業時間 11:00～20:00

那須郡那珂川町三輪 967
電話 0287-96-4622 営業時間 9:00～18:00

インテリアショップ F-ism

サンタヒルズ

松戸市新松戸 5-149
電話 047-348-5070 営業時間 9:00～18:00

南房総市和田町黒岩 380-5
電話 0470-47-2227 営業時間 8:00～17:00

千葉県森林組合 安房事業所

南房総市和田町黒岩 380-5
電話 0470-47-2227 営業時間 8:00～17:00

千葉県森林組合 安房事業所

アプラ 新松戸本店

君津市外箕輪 3-7
電話 0439-55-0111 営業時間 9:00～19:00

ジョイフル本田 君津店

茂原市千町 1003-9
電話 0475-44-7000 営業時間 10:00～18:00

ログハウスのマイン•ハウゼ

山武市松尾町木刀1340 電話 0479-86-6060
営業時間 11:00～14:00、17:00 ～ 20:00

ローカルダイニング TOTOYA

守谷市松ヶ丘 3-8
電話 0297-48-8020 営業時間 9:00～19:30

ジョイフル本田 守谷店

取手市駒場 2-14-12
電話 0120-885-119 営業時間 8:30～19:00

住まい工房ナルシマ

印西市牧の原 2-1
電話 0476-47-6811 営業時間 9:00～19:30

ジョイフル本田 千葉ニュータウン店

市原市飯給 1079
電話 0436-96-0004 営業時間 8:00～17:00

千葉県森林組合 北部支所

千葉市稲毛区小沖台 4-13-10
電話 043-285-3888 営業時間 9:00～17:00

白門建設

香取市津宮 3982-63
電話 0120-56-2669 営業時間 9:00～18:00

蒔ストーブのアース・リー香取本店

東金市上布田 190
電話 0475-55-9474 営業時間 8:00～17:00

千葉県森林組合 北総事業所

常陸太田市増井町
電話 0294-72-4141 営業時間9:00～21:00

里山ホテル ときわ路

ひたちなか市新光町 34-1
電話 029-265-5325 営業時間9:00～19:30

ジョイフル本田 ニューポートひたちなか

筑西市二木成 1460
電話 0120-22-6675営業時間10:00～18:00

住宅リフォーム工房

潮来市須賀 2837-1
電話 0299-66-7777 営業時間 9:00～19:00

ホームジョイ本田 潮来店

古河市西牛谷 347
電話 0280-98-2531  営業時間9:00～19:00

ジョイフル本田 古河店

常総市古間木 1850
電話 0297-30-8888 営業時間9:00～19:00

ホームジョイ本田 石下店

かすみがうら市上稲吉 1751
電話 029-831-5315 営業時間 8:30～17:30

伸栄工業株式会社

土浦市北荒川沖町 1-30
電話 029-841-2211 営業時間 9:00～19:30

ジョイフル本田 荒川沖店
いすみ市岬町井沢 1896-1
電話 0470-87-8580 営業時間 9:00～17:30

いすみの直売所 ごじゃ箱 岬店

栃木県芳賀郡益子町上大羽堂ヶ入2356   
電話 0285-70-8111

【益子町】
もえぎ本店

【営業時間】11：00～ 18：00
（11～ 2月は17：00閉店）
【定休日】水曜日、年末年始

駐車場
あり

栃木県小山市駅南町4-27-1
電話 0285-39-6626

【小山市】
インテリアショップF-ism

【営業時間】11：00～ 20：00
【定休日】火曜日、第2・第4
月曜日、臨時休業あり

駐車場
あり

栃木県宇都宮市下栗町2292
電話 028-656-3721

【宇都宮市】
筑波産商ショールーム

【営業時間】10：00～ 17：00
【定休日】水曜日、年末年始、
臨時休業あり

駐車場
あり



栃木県北東部の八溝
山系の山で伐採される
「とちぎ八溝材」。目
がつまり、色もよく、
構造材として最適。

平成28年に森林整備加
速化・林業再生基金事
業の適用を受け最新機
の原木自動選別機が導
入された貯木場

※1　茨城はA材78%、千葉はA材60%（出典：H27木材需給報告書「需要部門別素材生産量塁年統計」より）　
※2　鹿沼木材共販所、矢板木材共販所、大田原木材共販所がある。　※3　当初は3カ月毎に価格を見直していたが、現在は1年間同価格で販売している。　
※4　共販高額買受ベスト10に変動があるため、県環境森林部と協議の元、平成29年10月より11業者に変更。　
※5　競争による価格の下落を防ぐために、販売価格について協定を結ぶこと。当初は3カ月毎に価格を見直していたが、現在は1年間同価格で販売している。

県
土
の
約
55
%
を
森
林
が
占
め
る
栃
木
県
。

充
実
し
た
森
林
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、従
来
の
間
伐
中
心
の

林
業
か
ら
、「
伐
っ
て
、植
え
て
、育
て
て
、伐
る
」
皆
伐
中
心
の

循
環
型
林
業
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
素
材
生
産
が

増
加
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
、
取
引
価
格
が
不
安
定
と
い
う

大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
原
因
を
探
る
た
め
、
木
材
取
引
を
行
う
原
木
市
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
野
中
典
子
（
ラ
イ
タ
ー
）
／
千
葉
慶
一
（
小
社
ソ
ロ
ー
事
業
部
）

栃
木
県
の
木
材
取
引
の
現
場
で
は

取
引
価
格
の

安
定
化
に
向
け
た

取
り
組
み
が
始
まっている
。

太田原木材共販所の
田中所長

　

平
成
28
年
度
よ
り
「
と
ち
ぎ
森
林
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
〜
林
業
・
木
材

産
業
の
成
長
産
業
化
と
多
様
で
元
気
な
森
林
づ
く
り
」を
掲
げ
、
皆
伐

中
心
施
業
を
促
進
し
、素
材
生
産
量
全
国
13
位
、関
東
甲
信
越
地
域
1

位
と
高
い
水
準
を
誇
る
栃
木
県
。
用
途
別
で
も
A
材（
製
材
用
）が
約

90
%
を
占
め
る
な
ど（
※
1
）、素
材
生
産
に
お
い
て
量
、質
と
も
に
地

域
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
素
材
の
取
引
価
格
の
推
移（
図
1
参
照
）を
見
て
み
る
と
、

梅
雨
か
ら
夏
場
に
か
け
て
大
き
く
値
崩
れ
し
、秋
か
ら
冬
に
か
け
て
急

騰
す
る
な
ど
、
季
節
毎
に
価
格
の
乱
高
下
が
激
し
く
、
価
格
が
非
常
に

不
安
定
と
い
う
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

素
材
生
産
に
お
い
て
、こ
れ
ほ
ど
高
い
水
準
を
保
ち
な
が
ら
、ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
原
因
と
安
定
取
引
に
向
け
た
取
り
組
み
を
探
る
た
め
に
、
栃

木
県
森
林
組
合
連
合
会
が
運
営
す
る
木
材
共
販
所
（
※
2
）
の
ひ
と

つ
、
大
田
原
木
材
共
販
所
を
訪
れ
、
所
長
の
田
中
幸
夫
（
57
歳
）
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
原
木
市
場
は
原
則
月
に
2
回
行
っ
て
い
ま
す
。
共
販
所
の
区
域

内
に
あ
る
大
田
原
、
那
須
塩
原
市
、
那
須
町
、
那
須
南
の
4
つ
の
森
林

組
合
を
中
心
に
、
民
間
の
素
材
業
者
や
個
人
な
ど
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
素
材
を
原
木
自
動
選
別
機
で
選
別
し
、
入
札
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

県
内
外
約
3
2
0
社
の
登
録
業
者
の
う
ち
市
に
参
加
す
る
の
は
毎
回

30
社
程
で
し
ょ
う
か
。
優
良
材
を
求
め
て
、
岐
阜
や
秋
田
か
ら
も
参

加
し
て
い
ま
す
」。
さ
ら
に
、
取
引
価
格
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
以
前

は
、ス
ギ
柱
材
で
高
い
時
は
1
5,
0
0
0
円
〜
1
6,
0
0
0
円
、安

い
時
は
8,
0
0
0
円
〜
9,
0
0
0
円
と
約
2
倍
近
い
開
き
が
あ
り

ま
し
た
」。
入
札
方
式
で
は
、
価
格
決
定
権
が
買
い
手
に
あ
る
こ
と
、

素
材
生
産
の
約
90
%
を
A
材
（
製
材
用
）
が
占
め
る
た
め
、
製
材
需
給

に
よ
っ
て
価
格
が
翻
弄
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
価
格
安
定
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
平
成
24
年
10
月
よ

り
、
入
札
販
売
に
加
え
、
共
販
高
額
買
受
上
位
10
社
（
※
4
）
に
対
し

て
協
定
販
売（
※
5
）に
よ
る
取
引
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
効

果
を
伺
う
と
、「
価
格
が
落
ち
込
ん
で
も
1
0,
0
0
0
円
を
割
る
こ

と
が
な
く
な
り
、
平
均
し
て
1
3,
0
0
0
円
〜
1
4,
0
0
0
円
位

に
安
定
し
て
い
ま
す
。
素
材
を
出
荷
し
て
も
採
算
割
れ
を
す
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
」。
協
定
販
売
の
導
入
は
、
取
引
価
格
の
安
定
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、栃
木
県
で
は
、現
在
の
素
材
生
産
量
40
万
㎥
を
平
成
32
年

ま
で
に
1
・
5
倍
の
60
万
㎥
に
増
や
す
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今

後
、
素
材
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、
取
引
価
格
の
安
定
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
製
材
品
の
需
要
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で「
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
減
ら
す
た
め
に
、
需
要
に
応
じ
て
木

材
の
供
給
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
」
と
田
中
さ
ん
が
話
す

よ
う
に
、
素
材
生
産
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
森
林
組
合
と
製
材
業
社

や
工
務
店
を
つ
な
ぐ
木
材
共
販
所
は
、
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
協
定
取
引
の
促
進
と
需
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う

二
つ
の
観
点
か
ら
取
引
価
格
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
、今
後
、林
業
・
木

材
産
業
を
成
長
産
業
へ
と
躍
進
さ
せ
る
た
め
に
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

入
札
販
売
か
ら
協
定
販
売
へ
と
転
換
し

採
算
割
れ
し
な
い
安
定
し
た
取
引
価
格
を
実
現
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整
備
の
遅
れ
る

千
葉
の
人
工
林

林
業
再
生
の

鍵
を
握
る
の
は
？

小
型
の
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
の
林
業

機
械
が
通
れ
る
幅
の
作
業
道
を
つ
く
り
な
が

ら
伐
木
、は
い
積
み
を
し
て
い
く
。

人
工
林
の
高
齢
級
化
が
全
国
平
均
よ
り
早
い
千
葉
県（
千
葉
県
森
林
・

林
業
統
計
書
参
照
）。
森
林
面
積
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、蓄
積
は

年
々
増
加
し
、
本
格
的
な
利
用
可
能
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、私
有
林
率
が
89
％
と
全
国
2
番
目
に
高
く（
第
85
回
千
葉
県

森
林
審
議
会
資
料
参
照
）、小
規
模
所
有
面
積
が
ほ
と
ん
ど
で
、集
約
化
と

機
械
化
の
遅
れ
、木
材
価
格
が
低
迷
す
る
な
ど
、
森
林
所
有
者
の

林
業
経
営
意
欲
も
低
迷
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、

人
工
林
の
再
生
に
取
り
組
む
２
つ
の
事
業
体
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
野
中
典
子
（
ラ
イ
タ
ー
）
／
千
葉
慶
一
（
小
社
ソ
ロ
ー
事
業
部
）

ち
ろ
ん
、
た
だ
利
益
を
出
す
こ
と
を
目
標
に
す
る
な
ら
、
大
型
機
械

を
導
入
し
、
大
規
模
な
皆
伐
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ

よ
り
も
山
を
整
備
、
再
生
し
、
5
年
後
、
10
年
後
に
利
益
を
出
せ
る

山
と
し
て
、
山
主
さ
ん
に
返
し
て
い
く
こ
と
が
、
衰
退
し
た
千
葉
の

林
業
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。し
か
し
、

現
状
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
と
言
い
ま
す
。「
植
林
後
、
約
50
年
位
全

く
手
入
れ
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
山
も
多
く
、
伐
採
し
て
も
売
り
物

に
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
ね
」。
し
か
し
、
悲
観
し
て
ば
か
り

も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。「
林
業
は
、
50
年
、
1
0
0
年
先
の
未
来
を
見

据
え
た
難
し
い
仕
事
で
す
。
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
だ
か

ら
こ
そ
楽
し
く
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」

　

最
後
に
、
河
内
さ
ん
の
目
標
と
す
る
、
補
助
金
に
頼
ら
な
い
林
業

が
実
現
で
き
る
の
は
何
年
後
か
尋
ね
て
み
る
と
、「
10
年
後
に
は
実

現
し
た
い
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
千
葉

の
林
業
は
、
若
い
力
が
き
っ
と
変
え
て
い
く
、
そ
ん
な
明
る
い
未
来

を
確
信
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
北
部
に
位
置
す
る
下
総
（
し
も
ふ
さ
）
地
区
。
か
つ
て
は

江
戸
ま
で
1
0
0
㎞
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
、
良
質
の
松
や
杉

の
供
給
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
が
、戦
後
、輸
入
材
の
需
要
が
増
え
、

松
食
い
虫
に
よ
る
松
林
の
消
滅
な
ど
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
古
来
よ
り
良
材
と
し
て
知
ら
れ
た
下
総
杉
を
、
ち

ば
の
木
認
証
材
「
香
取
す
ぎ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
新
た
な
需

要
を
増
や
す
こ
と
で
、
森
林
を
再
生
し
、
地
域
や
環
境
に
貢
献
し
よ

地
元
の
良
材
「
香
取
す
ぎ
」
の
活
用
を
通
し
て
、
地
産

地
消
を
目
指
す
香
取
市
木
材
協
同
組
合
の
取
り
組
み

う
と
奮
闘
し
て
い
る
の
が
、香
取
市
木
材
協
同
組
合（
※
3
）で
す
。

　

今
回
は
、理
事
長
の
亀
村
俊
二
さ
ん（
59
歳
）に
、組
合
員
の
平
野

林
業
株
式
会
社
が
手
が
け
る
、
香
取
す
ぎ
の
新
月
伐
採
（
※
4
）
の

現
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
香
取
す
ぎ
は
、
艶
の
あ
る
紅
紫
（
こ
う
し
）
色
が
特
徴
で
、
冬
目

が
細
く
、
曲
げ
強
度
も
強
い
良
材
で
す
。
原
木
市
で
も
、
サ
ン
ブ
ス

ギ
ほ
ど
の
知
名
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
杉
よ
り
も
２
割
か
ら

３
割
の
高
値
が
つ
き
ま
す
」。
さ
ら
に
「
香
取
す
ぎ
を
利
用
し
て
新

築
木
造
住
宅
を
建
て
れ
ば
、
千
葉
県
と
香
取
市
の
補
助
金
を
利
用

で
き
る
の
で
、施
主
は
最
大
50
万
円
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
」と
、

亀
村
さ
ん
。香
取
す
ぎ
を
活
用
す
る
こ
と
は
、地
産
地
消
に
繋
が
り
、

森
林
の
再
生
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
香
取
す
ぎ
の
活
用
を
通
し
て
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
地
道
な
取
り
組
み
が
、
千
葉
県
の
林
業
を
再
生
さ
せ
る

原
動
力
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
市
の
森
林
を
訪
れ
、
経
営
者
の
河
内
雅
寛
さ
ん
（
38
歳
）
に
河

内
林
業
が
目
指
す
林
業
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
補
助
金
に
頼
ら
な
い
、
自
立
し
た
林
業
が
目
標
で
す
。
小
規
模
な

私
有
林
が
多
い
と
い
う
千
葉
の
特
性
に
合
わ
せ
、
小
さ
く
、
で
も
効

率
よ
く
、
き
ち
ん
と
利
益
を
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も

　

千
葉
県
南
部
の
南
房
総
市
を
拠
点
と
す
る
河
内
林
業（
※
1
）は
、

若
い
世
代
が
意
欲
的
に
取
り
組
む
認
定
事
業
体（
※
2
）で
す
。

　

今
回
は
、
千
葉
県
森
林
組
合
か
ら
の
依
頼
で
間
伐
作
業
を
行
う

間伐作業を終えた現場に立つ河内
さん。ブルガリアで生まれ、千葉県
市川市で育つ。高校卒業後、長野
県の林業事業所に就職。その後、
千葉県にUターンし、千葉県森林
組合安房支所勤務を経て、2010年
河内林業を立ち上げる。

紅
紫
色
と
い
う
鮮
や
か
な
赤

身
が
特
徴
の
香
取
す
ぎ
。
実

生
で
種
か
ら
育
つ
の
で
、
溝
腐

れ
な
ど
の
病
気
に
も
強
い
。

※1　従業員は30代2名、40代2名、60代1名の5名。
※2　「林業労働力の確保の促進に関する法律」に基づき、5カ年間の「改善措置計画」を
　　　作成し、千葉県知事の認定を受けた事業体をいう。現在8事業体が認定を受けている。
※3　平成17年設立。組合員16事業所。
※4　樹木を冬季の新月直前に伐採し、谷側に倒し、比較的長い期間林内に放置する方法で、
　　　燃えにくい、腐らない、反らない、虫がつかないという効果があると言われている。

伐採した香取すぎの前で話す、香取市木材協同組合
理事長の亀村さん（右）と平野林業株式会社の平野栄
一さん（44歳＝中央）、香取裕明さん（31歳＝左）。「林
業は危険な作業も多く、常に人材不足ですね。でも
とてもやりがいのある仕事です」と、平野さん。

目
指
す
は
少
数
精
鋭
集
団
。
補
助
金
に
頼
ら
な
い

小
規
模
林
業
経
営
を
目
指
す
若
き
経
営
者
の
挑
戦
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「『
ソ
ロ
ー
』の
あ
る
暮
ら
し
は
想
像
以
上
に
快
適
。

人
間
も
愛
犬
も
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
毎
日
で
す
」

メ
リ
カ
で
生
活
し
て
い
た
時
、
暖
炉
の
あ

る
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
暖
か
な
炎
を

身
近
に
感
じ
る
暮
ら
し
は
心
地
良
く
、
心
か
ら
寛
げ

る
も
の
で
し
た
が
、
反
面
、
煙
突
の
掃
除
や
薪
の
調

達
、
暖
炉
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
苦
労
も
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
帰
国
し
て
か
ら
も
、
炎
の
あ
る
暮
ら
し

の
快
適
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
約
２
年

前
に
、
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
冊
子
で
『
ソ
ロ
ー
』
を

知
り
、
購
入
を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、

カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
商
品
を
愛
用
し
、
製
品
に
対
す

る
信
頼
も
厚
か
っ
た
の
で
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
実
物

を
見
て
、
柔
ら
か
な
炎
の
暖
か
さ
を
体
感
し
た
後
は
、

迷
う
こ
と
な
く
『
ソ
ロ
ー
』
の
購
入
を
決
断
し
ま
し

た
。

　

決
め
手
に
な
っ
た
一
番
の
理
由
は
、
ペ
レ
ッ
ト
の

使
い
や
す
さ
で
す
。
扱
い
が
簡
単
で
楽
。
着
火
も
手

が
汚
れ
ず
手
軽
だ
し
、
木
の
香
り
が
い
い
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
配
達
も
し
て
も
ら
え
ま
す
が
、
近
く
に
あ

る
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
で
気
軽
に
購
入
で
き
る
の
も
助

か
り
ま
す
。
値
段
も
手
頃
だ
し
、
茨
城
の
森
を
守
る

ア

こ
と
に
つ
な
が
る
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

『
ソ
ロ
ー
』
は
、
見
た
目
が
シ
ン
プ
ル
な
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
使
い
方
も
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
だ
け

で
い
い
の
で
と
て
も
シ
ン
プ
ル
。
感
震
自
動
消
化
装

置
も
つ
い
て
い
る
の
で
、
災
害
の
時
に
も
安
心
で
す
。

安
全
面
に
関
し
て
も
不
安
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
夫
婦
二
人
と
愛
犬
二
頭
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
愛
犬
の
た
め
に
も
『
ソ
ロ
ー
』
を
選
ん
だ
の

は
正
解
で
し
た
。
以
前
は
、
寒
い
時
期
に
な
る
と
ケ

ー
ジ
の
中
で
縮
こ
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
フ
ロ
ア
中
を
自
由
に
の
び
の
び
と
過

ご
し
て
い
ま
す
。
『
ソ
ロ
ー
』
本
体
が
熱
く
な
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
や
け
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
も
、
以
前
は
夜
中
に
洗
面
所
に
立
つ
と
寒
く

て
辛
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
寝
る
前
に
消
火
し

て
も
、
明
け
方
ま
で
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

『
ソ
ロ
ー
』
の
あ
る
暮
ら
し
が
あ
ま
り
に
も
快
適

な
の
で
、
別
の
フ
ロ
ア
に
も
う
1
台
設
置
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

で
し
た
。
心
配
し
て
い
た
煙
突
か
ら
の
匂
い
や
煙

も
ほ
と
ん
ど
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
爽
や
か
な
木

の
香
り
と
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
炎
に
癒
さ
れ
る
毎
日

で
す
。
１
階
の
フ
ロ
ア
全
体
が
『
ソ
ロ
ー
』
一
台

で
ま
ん
べ
ん
な
く
暖
か
く
な
る
の
で
、
家
族
そ
れ

ぞ
れ
が
お
気
に
入
り
の
場
所
で
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
他
の
暖
房
器
具
の
よ
う
に
空
気
が

乾
燥
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
加
湿
器
も
使
用
し

な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
健
康
に
も
と
て
も
い
い
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
だ
っ
た
日
々
の
お
手
入
れ
も
、
子
供
た
ち

が
率
先
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。
子
供
で
も
簡
単
に
、
楽
し
み
な
が
ら
お
手

入
れ
が
で
き
る
の
も
『
ソ
ロ
ー
』
の
魅
力
の
ひ
と

つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
が
家
の
愛
猫
も
『
ソ
ロ
ー
』
の
暖
か
さ
を
気

に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
、
家
族
全
員
が
『
ソ
ロ

ー
』
の
あ
る
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
以
前

は
、
寒
い
冬
は
苦
手
で
し
た
が
、
早
く
『
ソ
ロ

ー
』
を
使
い
た
く
て
、
寒
く
な
る
の
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

年
程
前
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
現
在

の
地
に
中
古
住
宅
を
購
入
し
ま
し
た
。

以
前
は
別
荘
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
冬
は
石
油
ス
ト

ー
ブ
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暖
房
器
具
を
使

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
暖
房
器
具
も
満
足
な

暖
か
さ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
困
り
果
て
て
い

た
時
に
、
『
ソ
ロ
ー
』
の
案
内
状
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
栃
木
の
木
材
を
使
用
し
た
ペ
レ
ッ
ト
を

使
う
こ
と
で
、
「
栃
木
の
森
を
守
る
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

シ
ン
プ
ル
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
に
一

目
惚
れ
。
す
ぐ
に
、
ソ
ロ
ー
事
業
部
に
電
話
し
、

設
置
条
件
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

宇
都
宮
に
あ
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
足
を
運
び
、
実

際
に
『
ソ
ロ
ー
』
の
暖
か
さ
や
機
能
を
実
感
し
、

我
が
家
の
イ
ン
テ
リ
ア
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
そ

う
な
赤
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
『
ソ
ロ
ー
』
を
使
用
し
て
驚
い
た
の
は
、

部
屋
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
な
、
優
し
い
暖
か
さ

２ 「
1
階
の
フ
ロ
ア
全
体
が『
ソ
ロ
ー
』一
台
で

ま
ん
べ
ん
な
く
暖
か
く
な
り
ま
す
」

●栃木県さくら市

「
お
茶
炭
の
伝
統
を
通
し
て
、地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
て

き
た
広
葉
樹
の
林
業
を
守
り
、こ
の
里
山
な
ら
で
は
の

営
み
を
次
の
世
代
につ
ないでい
き
た
い
」

―
―
地
域
で
お
茶
炭
の
生
産
が
広
が
っ
た
背
景
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
市
貝
町
は
関
東
平
野
か
ら
八
溝
山
地
に
か
か
る
丘
陵
地

に
あ
り
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
の
林
地
は
日
当
た
り
が
よ
く
、

土
壌
の
黒
ボ
ク
土
も
養
分
を
保
ち
や
す
い
の
で
、
ク
ヌ
ギ

の
生
育
に
最
適
で
す
。
幹
は
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
、
枝
は
炭
、

葉
は
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
住
民
の
ほ
と

ん
ど
は
農
家
で
、
夏
は
農
作
物
を
作
り
、
農
閑
期
は
冬
場

の
仕
事
と
し
て
、
地
域
の
ク
ヌ
ギ
を
用
い
た
炭
焼
き
を
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
を
お
茶
炭
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
で
、

少
量
で
利
益
が
上
が
る
経
営
が
広
が
り
、
産
地
化
し
た
の

で
す
。
町
に
は
大
正
時
代
か
ら
続
く
『
市
貝
町
木
炭
組

合
』
が
あ
り
、
全
盛
期
は
1
0
0
人
以
上
の
組
合
員
が

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
先
代
の
一
郎
が
若
い
頃
は
原
木
林

が
豊
富
だ
っ
た
の
で
、
山
の
麓
に
仲
間
と
泥
窯
を
作
り
、

作
業
が
終
わ
る
と
窯
を
つ
ぶ
し
て
次
の
山
に
移
動
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
当
時
は
伐
採
業
者
も
多
く
、
炭
の
生
産
に

専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

―
―
「
下
野
菊
花
炭
」
の
特
徴
は
？

「
樹
皮
が
密
着
し
て
い
て
、
切
り
口
が
菊
の
花
の
よ
う
に

美
し
く
、
火
つ
き
や
火
持
ち
の
良
い
こ
と
で
す
。
菊
模
様

は
ク
ヌ
ギ
な
ら
で
は
の
特
徴
で
、
コ
ナ
ラ
や
ほ
か
の
広
葉

樹
で
は
き
れ
い
な
『
菊
花
』
に
な
り
ま
せ
ん
。
茶
道
で
は
、

炭
の
燃
え
方
や
燃
え
つ
き
る
ま
で
の
時
間
も
大
切
な
の
で
、

伝
統
の
技
術
を
用
い
て
、
常
に
同
じ
品
質
の
も
の
を
提
供

し
続
け
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」

―
―
現
在
は
原
木
林
の
育
成
も
？

「
昔
は
ど
の
家
庭
で
も
炭
を
燃
料
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し

た
が
、
石
油
の
時
代
に
変
わ
っ
て
か
ら
需
要
が
減
り
、
山

に
従
事
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
放
置
林
が
増
え
、

炭
用
の
原
木
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

う
ち
で
は
20
年
ほ
ど
前
か
ら
、
2
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
林

地
で
、
ク
ヌ
ギ
を
育
て
始
め
ま
し
た
。
一
般
的
に
炭
用
の

ク
ヌ
ギ
は
、
6
、
7
年
の
サ
イ
ク
ル
で
伐
採
、
更
新
で
き

ま
す
。
伐
っ
て
あ
げ
れ
ば
病
気
に
も
な
り
ま
せ
ん
し
、
再

び
芽
が
出
て
新
し
い
木
が
育
ち
ま
す
。
広
葉
樹
の
林
業
が

こ
の
土
地
で
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
里
山

の
土
地
や
暮
ら
し
に
合
っ
て
い
た
か
ら
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
根
づ
い
た
林
業
の
再
生
が
必
要
で
す
」

―
―
技
術
の
伝
承
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？

「
平
成
21
年
に
、
近
隣
の
生
産
者
か
ら
技
術
指
導
の
要
望

を
受
け
、
彼
ら
と
と
も
に
『
芳
賀
地
区
木
炭
生
産
者
組

合
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
生
産
安
定
の
た
め
、
林
地
所

有
者
の
協
力
を
得
て
、
原
木
林
の
育
成
を
軸
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
て
、
新
規
参
入
者
も
受
け
入
れ

て
い
ま
す
」

―
―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
『
私
の
故
郷
の
森
（
仮
称
）
』

を
作
る
構
想
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
幼
稚
園
生
に
ド
ン
グ

リ
を
拾
っ
て
ま
い
て
も
ら
い
、
そ
の
子
た
ち
が
小
学
生
に

な
っ
た
ら
、
芽
が
出
た
も
の
を
山
に
植
え
て
も
ら
う
。
中

学
卒
業
の
時
期
に
、
育
っ
た
木
を
私
た
ち
が
買
い
取
り
、

伐
採
し
た
木
か
ら
芽
が
出
た
ら
、
成
人
式
ま
で
に
再
び
買

い
取
り
、
木
は
お
茶
炭
に
加
工
し
て
茶
席
に
あ
げ
る
。
こ

の
循
環
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
里
帰
り
で

き
る
生
き
た
森
を
作
り
、
里
山
の
文
化
と
産
業
、
暮
ら
し

を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

茶
道
の
世
界
に
欠
か
せ
な
い
「
下
野
菊
花
炭
」
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
栃
木
県
芳
賀
郡
市
貝
町
。

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
炭
焼
き
の
伝
統
を

今
に
伝
え
る
「
片
岡
林
業
」
の
8
代
目
、
片
岡
信

夫
さ
ん
を
訪
ね
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
林
業
の

歩
み
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

写真上：窯の火入れから予備乾燥・着火・炭
化の約 7日間を経て、お茶炭が出来上がる。
写真下 ：クヌギ畑を手入れする信夫さんの父
7代目の片岡一郎さん。

各地の茶道家に愛され続
けている「下野菊花炭」。

かたおかのぶお 53 歳（栃木県芳賀郡市貝町）

片岡信夫さん
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❸プロセッサーとグラップル
チェーンソーで倒した木をグラップル（オ
レンジ色）がつかんで運び、プロセッサー
（青色）が枝払いと玉切りをする連携作業
です。

玉切りをした丸太は土場にいっ
たんはい積みします。そしてト
ラックでペレット工場に運び出
します。

1,500 本ともなると払った枝葉
も大量になります。苗木が育ち
やすいように枝葉はまとめて、
列状に整理します。

日
々
是
山
日
和

カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
林
業
班 

の

❹地ごしらえ❺はい積みとゴミ

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
で
作
業
効
率
が
大
幅
に

ア
ッ
プ
し
た
。
平
地
林
や
皆
伐
の
現
場
で
は
有
効
だ
。

と
は
い
え
、傾
斜
地
で
の
導
入
は
森
林
保
全
の
観
点

か
ら
は
地
山
を
崩
し
、水
み
ち
を
つ
く
る
可
能
性
も

あ
り
、慎
重
な
作
業
道
ル
ー
ト
の
検
証
が
必
要
だ
。

今回の
学び

❷施業スタート ❶病気になったサンブスギ
まとまった列を伐り倒すところ
から施業が始まります。ここを
作業道にしながら、伐り進んで
いきます。

は
じ
め
ま
し
て
、林
業
班
の
宮
崎
で
す
。

前
号
で
登
場
し
た
林
業
班
の
福
山
と
一
緒
に
、

ペ
レ
ッ
ト
の
原
料
と
な
る
丸
太
を
調
達
す
る
た
め
山
に
入
り
、

間
伐
、搬
出（
丸
太
の
運
び
出
し
）を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、今
年
の
夏
一
番
暑
い
７
月
に
千
葉
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る

山
武
市
で
１
５
０
０
本
の
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
を
伐
木
し
た
現
場
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

宮崎忠久
（林業経験2年）
インドア派だが体力
を買われて林業班に。
今は業務の大半を山
林で過ごしている。
季節を感じられるの
が仕事の楽しみ。

第
❷
話

木をつかんで枝を
払いながら、決まっ
た長さの丸太に切
断していきます。

感染した木は幹が腐朽し溝ができてし
まいます。こうなると建築材としての
利用価値がありません（詳しくはソロー
通信第 4号参照）。

今回の現場に落
ちていたゴミの一
部。森と人との
距離が遠ざかって
いる象徴です。

　

今
回
の
山
仕
事
は
千
葉
県
山
武
市
の
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
の
林
の
伐
木
で
す
。
現
場
は

い
わ
ゆ
る
平
地
林
。
伐
木
を
進
め
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、木
陰
が
な
く
な
り
日
照
り

が
増
え
て
い
く
と
い
う
、冬
の
山
で
の
間
伐
が
恋
し
く
な
る
よ
う
な
現
場
で
し
た
。

　

山
武
市
に
は
昔
か
ら
サ
ン
ブ
ス
ギ
が
植
え
ら
れ
銘
木
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
サ
ン
ブ
ス
ギ
に
病
気
が
蔓
延
し
、
市
内
の
９
割
ほ
ど
が「
溝
腐
れ
」に
か

か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
正
式
に
は
「
非
赤
粘
性
溝
腐
病
」
と
い
い
、
担
子
菌
が
引

き
起
こ
す
病
気
で
感
染
し
た
木
は
幹
が
腐
朽
し
溝
が
で
き
、建
築
材
と
し
て
の
利
用

価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
回
の
伐
木
目
的
は
溝
腐
れ
の
林
を
す
べ
て

伐
る
こ
と
で
す
。
秋
に
植
林
す
る
た
め
、切
り
落
と
し
た
枝
葉
を
列
状
に
整
理
す
る

「
地
ご
し
ら
え
」も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
す
が
に
１
５
０
０
本
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

枝
払
い
、玉
切
り（
決
め
ら
れ
た
長
さ
に
切
る
）を
し
て
い
く
の
は
厳
し
い
た
め
、「
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
」と
い
う
林
業
機
械
を
レ
ン
タ
ル
し
て
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

木
を
伐
る
の
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
す
が
、
木
を
伐
り
倒
し
た
後
の
枝
払
い
、
玉
切

り
は
こ
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
が
担
当
。
樹
高
２
０
ｍ
の
木
を
２
分
く
ら
い
で
処
理
し

て
く
れ
ま
す
が
、
人
力
で
行
う
と
、
１
０
分
以
上
か
か
り
ま
す
。
人
力
で
炎
天
下
の

中
、丸
１
日
、伐
木
、枝
払
い
、玉
切
り
を
す
る
の
は
、ま
さ
に
苦
行
…
…
。
優
秀
な「
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
君
」
が
い
る
お
か
げ
で
、
楽
に
１
日
１
０
０
本
以
上
の
木
々
を
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
。

　

そ
し
て
11
月
に
は
、
伐
木
し
た
林
に
植
林
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
「
植
林
ロ
ボ
」
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、秋
風
を
感
じ
な
が
ら
人
力
で
苗
を
植
え
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
林
に
入
っ
て
、健
康
な
森
づ
く
り
に
協
力
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

9



 
ペレッ
ト
の
地
産
地
消
で

日
本
の
森
を
ご
一
緒
に

守
ってい
き
ま
せ
ん
か。

健
康
な
森
を
増
や
す
た
め
に

Fブロック
（スギ・ヒノキ）

  「
間か
ん
ば
つ伐
」と
は
、間
を
伐き

る
、つ
ま
り
建
築
材
や
家
具
材
、集
成

材
に
育
た
な
い
ム
ダ
木
（
細
木
、
曲
が
り
木
な
ど
）
を
伐
り
払

う
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
届
か
な
か
っ
た
太
陽
の
光
が
木
々
の
根

元
ま
で
届
く
よ
う
に
す
る
発
育
の
た
め
の
手
入
れ
法
。
こ
の

間
伐
に
よ
っ
て
、木
は
太
く
強
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
、そ
の
大
切
な
間
伐
作
業
が
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。

　

安
い
輸
入
材
に
押
さ
れ
て
国
産
材
が
昔
の
よ
う
な
価
格
で

売
れ
な
い
↓
山
が
収
入
を
つ
く
れ
な
い
か
ら
、コ
ス
ト
の
か
か

る
間
伐
が
で
き
な
い
↓
荒
れ
放
題
↓
ま
す
ま
す
売
れ
る
国
産

材
が
育
た
な
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
悪
循
環
を
こ
わ
し
て
く
れ
る
の
は
消
費
者
し
か
い
ま

せ
ん
。
間
伐
材
が
ペ
レ
ッ
ト
と
い
う
燃
料
に
な
り
、山
主
さ
ん

た
ち
の
収
入
に
な
れ
ば
、間
伐
作
業
は
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
か
ら
で
す
。

　

ソ
ロ
ー
が
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
ペ
レ
ッ
ト
は
近
隣
県
の

森
か
ら
伐
り
出
し
た
間
伐
材
、林
地
残
材
で
す
。

Ａ～Kの各ブロックにお住いの方には、
各ブロックの森の間伐材、林地残材で
作ったペレットをご自宅にお届けします。

たとえば、Ａブロックに
在住の方には青森県産
のスギでつくったペレッ
トを、Ｊブロック在住の
方には山口県産のスギ、
ヒノキでつくったペレッ
トをお届けします。

ペレットストーブ・ソローSS-5

ペレット１ヵ月分（10キロ×20袋）

着火材（60回分）

給排気管、設置工事費ふくむ

268,680円（税・送料込）

１４，９６０円（税・送料込）

９７２円（税・送料込）

合計284，612円（税込）

ペレットストーブ・ソロー

ペレット１ヵ月分（10キロ×20袋）

着火材（60回分）

給排気管、設置工事費ふくむ

ペレットストーブ『ソロー 』に
新しい仲間ができました。

®

茨城・千葉・栃木限定モデルも好評販売中！

３５０，０００円（税・送料込）

１４，９６０円（税・送料込）

９７２円（税・送料込）

合計３６5，９32円（税込）

○東京 23区内、大阪市内の方（住宅密集地域による給
排気管周りの空間確保が困難なため）
○北海道、九州、沖縄、離島の方（提携ペレット工場が
なく、地産地消型のペレット販売ができないため）
○全国のマンション、賃貸住宅、集合住宅にお住いの方
（給排気管を取り付けられないため）

設置できない場所

ソローのペレットができるまで。

チップを乾燥させたあと、
粉状にしてペレット成型機へ。

間伐した木材を破砕機で細かく
チップ状にする。

木に含まれるリグニンが接着剤となり、
木粉が直径0.6センチ、長さ2センチの
ペレットになる。

※色はブラックのみ
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